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・ヒヤリハット事例  

【ヒヤリハットの状況･内容】 
石灰石揚げの作業で荷役状況を確認し、本船船員 
が設置したはしごを使って岸壁に降りようとし 
た際、はしごから足を踏み外し海に転落しそうに 
なった。 

【再発防止対策】 
はしごのステップをよく見て慌てずゆっくり降り 
るようにする。セーフティブロック、ライフジャ 
ケットの装着。 

 【災害となった場合に考えられる事故の型】 
おぼれ 

 

・実際に起きた災害事例  

(事故の型) 墜落・転落  (起 因 物) 仮設物・建築物・構築物等 

(休業見込み) 2 ヶ月 右足股関節恥骨骨折 
 

【 発生状況 】 

本船の荷役作業中、昼食時間の交代で作業を中断して作業場 

より備え付けのハシゴを使いデッキ部に降りようと左足を 

ハシゴにかけ、右足をハシゴの横にある台にかけたところ、 

右足が滑って落下し右太もも部分を打撲した。 

ハシゴの昇降時に 3 点支持が行われていなかった。 

 

(事故の型) 墜落・転落  (起 因 物) 仮設物・建築物・構築物等 

(休業見込み) ６週間 右踵骨骨折 
 

【 発生状況 】 

バナナの積み込まれたコンテナの揚荷役をしていて、本船所有のハシゴを使用して 

１段目のコンテナに上がろうとしたところ、ハシゴが滑り転倒しそうになり、ハシゴ 

から離れようと約 1.5ｍの高さからデッキに飛び降りた際に右踵を負傷した。 

【 原 因 】 

本船所有のハシゴ(３ｍ40cm)を使用し、上部に 30cm しか出ておらず無理な姿勢で支え 

ていたため、ハシゴの下部が滑った時に上部で持ち堪えることができなかった。 

【 対 策 】・ 

・ハシゴを使用してコンテナに昇る際は、必ず社所有の 

ハシゴ(４ｍ、接地点に滑り止め付き)を使用する。 

・ハシゴを使用する際は、立て掛け角度 75 度や上部を 

60 ㎝以上出すなど安全な掛け方 

を再周知し徹底する。 

 

ヒヤリハット事例情報の活用例 

ヒヤリハット事例情報の活用の一手法として、災害データベースも併せて使用し、作業現場で把握し
た危険（ヒヤリハット）からどのような災害が発生する可能性があるかを推察することができます。 
以下にこの方法により作成した参考例を掲載します。ケースはハシゴ使用時の危険についてです。 



(事故の型) 墜落・転落  (起 因 物 ) 物上げ装置・運搬機械 

(休業見込み)  6 ヶ月 骨盤骨折、腰骨破裂骨折、右足首骨折 

 

【 発生状況 】 

上屋前のコンテナ蔵置場でストラドルキャリア 

の始業前点検を単独で行っていた。 

その後、機器に設置されている昇降用の垂直 

ハシゴを使用して降車する際、約 6m の高さか 

ら地面に墜落して負傷した。 

         【 対 策 】 

            昇降用のハシゴに墜落防止用のセーフティブ  

   ロックの設置が有効か検討。 

 

 

(事故の型) 墜落・転落  (起 因 物 ) 仮設物・建築物・構築物等 

(休業見込み)  3 カ月 右足踵粉砕骨折 

 

【 発生状況 】 

被災者は、本船水切作業の船内雑作業に従事するため、本船中甲板上を通り、本船の 

縄梯子を使用し船内に降り始めたところ、縄梯子の 4 段目を踏み外し、ローホール

ドまで 7.9ｍの高さから墜落し、右足踵を強打し負傷した。 

【 原  因 】 

・船内での昇降に不安定な縄梯子を使用した。 

・縄梯子の昇降時に 3 点以上での体の支持が徹底されていなかった。 

・ベルブロック等の墜落防止措置を講じていなかった。 

【 対  策 】 

・船内での昇降には可能な限り不安定な縄梯子ではなくアルミ等の梯子を使用する。 

・梯子での昇降時の 3 点以上での体の支持を徹底する。 

・ベルブロック等の墜落防止措置を講じる。 

 


